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診　療　科 専門外来 月 火 水 木 金 備　　　　　考

眼 科

緑 内 障 ● ●
小 児 眼 科 ●
網 膜 硝 子 体 ● ●

膜角 ●
神 経 ・ 腫 瘍 ・ ぶ ど う 膜 ● ●
一 般 再 来 ● ● ●

精 神 科 神 経 科

患新 ● ● ● 新患は予約制

新患は要予約（医療機関からの申し込みに限る）
院外からの紹介は医療福祉センター内線1371で予約

一 般 再 来 ● ● ● （医療機関からの申込みに限る）
児 童 ・ 思 春 期 外 来 ● ※紹介状も必要です。
光 ト ポ グ ラ フ ィ ー 外 来 ● ● ● ● ｢光トポグラフィ外来｣ の予約、申込みは紹介元医療機関から

認知症疾患医療センター も の 忘 れ 診 断 外 来 ● ●

放 射 線 科

放 射 線 診 断 ・ Ｉ Ｖ Ｒ ● ●
●

新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター内線 1371 で予約）

Ｃ Ｔ ガ イ ド 下 ・ Ｐ Ｖ Ｐ ● 他院画像読影依頼は、放射線科医のいない医療機関の
取り込み画像のみ可（フィルムは不可）甲 状 腺 ・ Ｒ Ｉ ●

放 射 線 治 療 ● ● ● ● ※月曜日は緩和治療中心。要事前連絡、院内紹介のみ
重粒子線治療相談外来は水曜日のみ　（連絡先：① 4255　② 4865　③ 4862）

麻 酔 科 麻 酔 科 ● ● ●
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク ● ● ●

歯 科 口 腔 外 科

新 患 ・ 一 般 外 来 ● ● ● ● 新患は要紹介状
口 唇 ・ 口 蓋 裂 ● 新患・一般外来：月～木曜日顎 変 形 症 ●

瘍腫 ● ●
顎 関 節 症 ●

傷外 ●
口 腔 ケ ア セ ン タ ー ● ● ● ●

リハビリテーション部 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ● ● ● ● ●
・リハ新患は、月～金（月曜日は検査優先・金曜日は要電話）
　リハ対象者は、入院患者のみ。以外は電話で要相談。
・痙縮治療外来：第 3 金曜日の午後（院内紹介のみ）

心 大 血 管 リ ハ ● ● ● ● ● ・心大血管リハ新患は、院内入院患者のみ。（月～金）
高 気 圧 治 療 部 高 気 圧 治 療 部 ● ● ● ● ● 新患は要紹介状

血 液 浄 化 療 法 部 血 液 浄 化 療 法 部 ● ● ● ● ● 土曜日、祝日通常体制
夜間・日曜日はオンコール体制

地 域 医 療 部 地 域 医 療 部 ● ● ● ● ● ※新患は原則要紹介状（院内紹介は文書入力にて紹介状記載）

総 合 診 療 セ ン タ ー

総 合 診 療 科 部 門 ● ● ● ● ● 総合診療科部門は午前のみ　※外来患者のみ　※新患は原則要紹介状
禁 煙 外 来 ● ● ● 火・水・金曜日の午前中・予約制　※当院通院中の外来患者のみ
漢 方 外 来 ● 第３金曜日の午後のみ　※事前予約が望ましい
ワクチン外来（感染対策室） ● ● 火・金曜日の午後のみ（インフルエンザワクチンを除く）予約制。予約は総合

が ん セ ン タ ー
緩和ケア外来（身体的緩和部門） ● ● ● ● ● 新患は要紹介状（火・木曜日は予約制）

〃　　　（精神的緩和部門） ● ●
が ん 看 護 外 来 ● ● ● ● ●

救 急 部 救 急 部 24　時　間　診　療

●患者さんの責務●
１. 最善かつ適切な診療を行なうために、あ

なた自身の健康状態についてできるだけ
正確に伝えてください。

２. 主治医や担当医の治療や退院計画に主体
的に取組み協力してください。

３. すべての患者さんが適切な医療を受けら
れるように、病院の規則に従い、医療の
妨げとならないように協力してくださ
い。特に攻撃的な態度や暴言、乱暴な行
為は謹み、施設の所有物を大切に使うよ
うにしてください。

本院の理念及び基本方針
理　　念

病める人の立場に立った、質の高い医
療を提供するとともに、国際性豊かな
医療人を育成する。

基本方針
１. 生命の尊厳を重んじた全人的医療の実践
２. 地域における保健・医療・福祉の向上に

対する貢献と関係機関との連携
３. 先端医療技術の開発・応用・評価
４. 国際性豊かな医療人の育成 て

い
つ
に
務
責
と
利
権
の
ん
さ
者
患 琉球大学医学部附属病院では、患者さんを中心とした「安全・安心・思いやり」に

基づくより良い医療を目指しております。患者さんとの深い信頼関係の上に成り立
つ医療の大切さを十分に理解するとともに、患者さんには一人一人に次のような権
利と責務があることを確認いたします。

●患者さんの権利●
１. あなたは、どんな場合でも、一人の人間

として大切に扱われる権利があります。
２. あなたは、どのような境遇、環境であっ

ても、専門家による平等で良質な医療を
受ける権利があります。

３. あなたは、病気のことや治療について十
分に教えてもらう権利があります。

４. あなたは、治療について意見を述べる権
利と選択できる権利があります。

５. あなたは、あなた自身の話したこと、病気、
身体について、知られたくないことを守
られる権利があります。

ボランティア募集
本院では、一般の方からの病院ボランティア（外来ロビーでの案
内・補助等）を広く募集しております。
空いている時間を利用して、一緒に参加してみませんか？
まずはお気軽にご連絡ください。

【連絡先】総務課（098-895-3331（内線：1006）

本紙掲載の文章・記事・写真等の無断転載はお断りします

平成 30 年７月１日現在（受付時間　午前８時 30 分～午前 11 時： 予約がある場合は、その限りではありません。） 
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附属病院広報委員会

巻頭の挨拶

　皆さんこんにちは、平成30年３月１日付で琉球大学医学部附属病 救急部に
赴任しました寺田泰蔵と申します。
　まずは自己紹介をさせて頂きます。東京都世田谷区で生まれ、神奈川県横浜
市で育ちました。高校は神奈川県立横浜翠嵐高校に通い、大学は高知医科大学

（現 高知大学医学部）を卒業、初期研修は東京大学医学部附属病院救急部にて
行いました。その後琉球大学医学附属病院 麻酔科、救急部、東大病院救急部、
公立昭和病院救命救急センターなどを経て、前任の那覇市立病院救急科にて

14年間救急診療に従事しこの度、縁あって琉大病院救急部にお世話になることになりました。沖縄は母親
の出身地でもあり、また移り住んでからも長いので、今ではほぼ地元という感覚です。
　さて、救急部のお話ですが皆さんは救急という言葉でどのような光景を思い浮かべられるでしょうか？テ
レビドラマのER（緊急救命室）のような、待合室にあふれかえる人々や次々に救急車で運ばれて来る患者
さんを颯爽と治療していくお医者さんや看護師さん。ドキュメント救命救急センター24時のように、担ぎ込
まれたひん死の患者さんに大勢のお医者さんや看護師さんが懸命の治療を施している光景。ドクターヘリ
で事件、事故現場に向かい、負傷者を病院へと搬送する姿。災害現場へと赴き、被災した方々を救助、治療
するDMAT（災害派遣医療チーム）隊員などなど。これらすべてが救急医療であるといえます。しかし救急
の日常というのは実はもっと身近で地味なものかも知れません。夜間急な発熱のため来院される乳幼児の
患者さんと親御さん。飲み会の帰りに転んで怪我をして搬送される旦那さん。人口の高齢化や在宅での介
護の普及などを反映して、体調を崩された御高齢方の受診も増加しています。また近年では、経済的問題
や社会的問題を抱え医療へのアクセスに困難を抱えた患者さんの受診など、社会のセーフティーネットと
しての役割も救急医療に期待されつつあります。
　このように日々多様化する救急医療の現状を受け、琉大病院救急部は、比較的軽傷である一次救急患
者さんから絶命の危機の瀕している三次救急患者さんまで幅広く受け入れを行って参りました。そして平
成27年には救急災害診療棟が新設され、受診患者数、救急車受け入れ件数ともに増加の傾向にあります。
また災害に対する院内体制の整備や発災時の災害支援（DMATチームの編成、派遣）にも積極的に関わっ
ております。歴史も浅く、まだまだ発展途上の部署でありますが、今後は救命救急センターの認可を目指し
て重症患者さんの受け入れを促進すべく、体制を整え、地域や沖縄県の救急医療に貢献して参りたいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

てらだ たいぞう

「地域に、沖縄県に、より一層貢献できる
　救急医療」をめざして

寺田　泰蔵

琉球大学医学部附属病院
救急部　副部長

18

耳 鼻 咽 喉 科

人 工 内 耳 ●
幼 児 難 聴・ 補 聴 器 ● ● ●
口 腔 咽 頭・ 唾 液 腺 ● ● ●
音 声 ・   嚥 下 ● ● ●
頸 部 エ コ ー 外 来 ● ● ●
ア レ ル ギ ー・ 免 疫 治 療 外 来 ● アレルギー・免疫治療外来：予約再来のみ

眼 科

緑 内 障 ● ● 新患は予約制・要紹介状
小 児 眼 科 ●
網 膜 硝 子 体 ● ●
角 膜 ●
神 経・ 腫 瘍・ ぶ ど う 膜 ● ●

精 神 科 神 経 科

新 患 ● ● ● 新患は予約制
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約）
（医療機関からの申込みに限る）
（院内他科通院中の方は当科外来受付・内線 1306 で予約）
※紹介状も必要です。
｢光トポグラフィ外来｣ の予約、申込みは紹介元医療機関から
医療福祉支援センター Fax（098-895-1498）にて

一 般 再 来 ● ● ●
児 童・ 思 春 期 外 来 ●
光 ト ポ グ ラ フ ィ ー 外 来 ● ● ● ●
睡 眠 外 来　 ●

認知症疾患医療センター も の 忘 れ 診 断 外 来 ● ● 新患は要紹介状
原則予約制。予約は認知症疾患医療センター：895-1765

放 射 線 科

放　 射　 線　 診　 断・I　V　R ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
( 院外からの紹介は医療福祉支援センター内線 1371 で予約）
他院画像読影依頼は、放射線科医のいない医療機関の取り込み画像
のみ可（フィルムは不可）
※月曜日は緩和治療中心。要事前連絡、院内紹介のみ
　（連絡先：① 4255　② 4571　③ 4862）
重粒子線治療相談外来は水曜日のみ

CT ガ イ ド 下・ Ｐ Ｖ Ｐ ● ●

甲 状 腺 ・ Ｒ Ｉ ●

放 射 線 治 療 ● ● ● ●

麻 酔 科 麻 酔 科 ● ● ● 新患は要予約（医療機関からの申込みに限る）
( 院外からの紹介は医療福祉支援センター内線 1371 で予約）ペ イ ン ク リ ニ ッ ク ● ● ●

歯 科 口 腔 外 科

新 患 ・ 一 般 外 来 ● ● ● ●

新患は要紹介状
新患・一般外来：月～木曜日

口 唇 ・ 口 蓋 裂 ●
顎 変 形 症 ●
腫 　 　 　 　 　 　 瘍 ● ● ●
口 腔 ケ ア セ ン タ ー ● ● ● ●

リハビリテーション部 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ● ● ● ● ●
・リハ新患は、月～金（月曜日は検査優先・金曜日は要電話）
	 リハ対象者は、入院患者のみ。以外は電話で要相談。

・痙縮治療外来：第１・３金曜日の午後（院内紹介のみ）
心 大 血 管 リ ハ ● ● ● ● ● ・心大血管リハ新患は、院内入院患者のみ。（月～金）

高 気 圧 治 療 部 高 気 圧 治 療 部 ● ● ● ● ● 新患は要紹介状・要連絡・要胸部 XP(3 ヶ月以内 )( 内線 3290・4732)

血 液 浄 化 療 法 部 血 液 浄 化 療 法 部 ● ● ● ● ● 土曜日、祝日通常体制
夜間・日曜日はオンコール体制

地 域 医 療 部 地 域 医 療 部 ● ● ● ● ● ※新患は原則要紹介状

総 合 診 療 セ ン タ ー

総 合 診 療 科 部 門 ● ● ● ● ● 総合診療科部門は午前のみ　※外来患者のみ
　　　　　　　　　　　　　※新患は原則要紹介状

禁 煙 外 来 ● ● ● 火・水・金曜日の午前中・予約制
※当院通院中の外来患者のみ

漢 方 外 来 ● 第３金曜日の午後のみ　※事前予約が望ましい
ワ ク チ ン 外 来

（ 感 染 対 策 室 ） ● ●
火・金曜日の午後のみ（インフルエンザワクチンを除く）
予約制。総合診療センター・内線 1310 で予約

（予約受付時間：月～金曜日の 14 時～ 16 時まで）

が ん セ ン タ ー

緩和ケア外来 ( 身的緩和部門 ) ● ● ● ● ● 新患は要紹介状（火・木曜日は予約制）
緩和ケア外来 ( 精的緩和部門 ) ● ●

が ん 看 護 外 来 ● ● ● ● ● 月・火・木・金曜日　（12：00 ～ 16：00） 水曜日　 （12：00 ～ 14：00） 
内線 4766 で予約 

救 急 部 救 急 部 24　時　間　診　療

（受付時間　午前 8 時 30 分～午前 11 時：予約がある場合は、その限りではありません。）　　平成＊年＊月＊日現在


